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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公表番号】特表2015-530973(P2015-530973A)
【公表日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2015-066
【出願番号】特願2015-523156(P2015-523156)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/28     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   17/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/127    　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月13日(2016.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ２２のエピトープに特異的に結合する抗体であって、
　ａ）アミノ酸配列ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧＬＶＫＰＧＧＳＬＸ１ＬＳＣＡＡＳＧＦＡＦＳ
ＩＹＤＭＳＷＶＲＱＡＰＧＫＧＬＥＷＶＡＹＩＳＳＧＧＧＴＴＹＹＰＤＴＶＫＧＲＦＴＩ
ＳＲＤＮＡＫＮＸ２ＬＹＬＱＭＸ３ＳＬＲＡＥＤＴＡＭＹＹＣＡＲＨＳＧＹＧＳＳＹＧＶ
ＬＦＡＹＷＧＱＧＴＬＶＴＶＳＳ（配列番号１）（Ｘ１は、ＫまたはＲであり；Ｘ２は、
ＳまたはＴであり；Ｘ３は、ＮまたはＳである）を有するＶＨ領域を含む免疫グロブリン
重鎖と、
　ｂ）免疫グロブリン軽鎖と、を含む、抗体。
【請求項２】
　前記免疫グロブリン軽鎖は、アミノ酸配列ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳＬＳＡＳＶＧＤＲＶＴ
ＩＴＣＲＡＳＱＤＩＳＮＹＬＮＷＹＱＱＫＰＧＫＡＶＫＬＬＩＹＹＴＳＩＬＨＳＧＶＰＳ
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ＲＦＳＧＳＧＳＧＴＤＹＴＬＴＩＳＳＬＱＱＥＤＦＡＴＹＦＣＱＱＧＮＴＬＰＷＴＦＧＧ
ＧＴＫＶＥＩＫ（配列番号７；ＶＫ１）を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　前記免疫グロブリン軽鎖は、アミノ酸配列ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳＬＳＡＳＶＧＤＲＶＴ
ＩＴＣＲＡＳＱＤＩＳＮＹＬＮＷＹＱＱＫＰＧＫＡＶＫＬＬＩＹＹＴＳＩＬＨＳＧＶＰＳ
ＲＦＳＧＳＧＳＧＴＤＹＴＬＴＩＳＳＬＱＰＥＤＦＡＴＹＦＣＱＱＧＮＴＬＰＷＴＦＧＧ
ＧＴＫＶＥＩＫ（配列番号８；ＶＫ２）を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項４】
　前記免疫グロブリン軽鎖は、アミノ酸配列ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳＶＳＡＳＶＧＤＲＶＴ
ＩＴＣＲＡＳＱＤＩＳＮＹＬＮＷＹＱＱＫＰＧＫＡＰＫＬＬＩＹＹＴＳＩＬＨＳＧＶＰＳ
ＲＦＳＧＳＧＳＧＴＤＹＴＬＴＩＳＳＬＱＰＥＤＦＡＴＹＦＣＱＱＧＮＴＬＰＷＴＦＧＧ
ＧＴＫＶＥＩＫ（配列番号９；ＶＫ４）を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項５】
　ＣＤ２２のエピトープに特異的に結合する抗体であって、
　ａ）アミノ酸配列　ＤＩＱＭＴＱＳＰＳＳＸ１ＳＡＳＶＧＤＲＶＴＩＴＣＲＡＳＱＤＩ
ＳＮＹＬＮＷＹＱＱＫＰＧＫＡＸ２ＫＬＬＩＹＹＴＳＩＬＨＳＧＶＰＳＲＦＳＧＳＧＳＧ
ＴＤＹＴＬＴＩＳＳＬＱＸ３ＥＤＦＡＴＹＦＣＱＱＧＮＴＬＰＷＴＦＧＧＧＴＫＶＥＩＫ
（配列番号２）（Ｘ１は、Ｌ（Ｌｅｕ）またはＶ（Ｖａｌ）であり；Ｘ２は、ＶまたはＰ
であり；Ｘ３は、ＱまたはＰである）を含む免疫グロブリン軽鎖と、
　ｂ）免疫グロブリン重鎖と、を含む、抗体。
【請求項６】
　前記免疫グロブリン重鎖は、
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧＬＶＫＰＧＧＳＬＫＬＳＣＡＡＳＧＦＡＦＳＩＹＤＭＳＷＶＲＱＡ
ＰＧＫＧＬＥＷＶＡＹＩＳＳＧＧＧＴＴＹＹＰＤＴＶＫＧＲＦＴＩＳＲＤＮＡＫＮＴＬＹ
ＬＱＭＳＳＬＲＡＥＤＴＡＭＹＹＣＡＲＨＳＧＹＧＳＳＹＧＶＬＦＡＹＷＧＱＧＴＬＶＴ
ＶＳＳ　（配列番号３；ＶＨ３）；
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧＬＶＫＰＧＧＳＬＲＬＳＣＡＡＳＧＦＡＦＳＩＹＤＭＳＷＶＲＱＡ
ＰＧＫＧＬＥＷＶＡＹＩＳＳＧＧＧＴＴＹＹＰＤＴＶＫＧＲＦＴＩＳＲＤＮＡＫＮＳＬＹ
ＬＱＭＳＳＬＲＡＥＤＴＡＭＹＹＣＡＲＨＳＧＹＧＳＳＹＧＶＬＦＡＹＷＧＱＧＴＬＶＴ
ＶＳＳ　（配列番号４；ＶＨ４）；
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧＬＶＫＰＧＧＳＬＫＬＳＣＡＡＳＧＦＡＦＳＩＹＤＭＳＷＶＲＱＡ
ＰＧＫＧＬＥＷＶＡＹＩＳＳＧＧＧＴＴＹＹＰＤＴＶＫＧＲＦＴＩＳＲＤＮＡＫＮＳＬＹ
ＬＱＭＮＳＬＲＡＥＤＴＡＭＹＹＣＡＲＨＳＧＹＧＳＳＹＧＶＬＦＡＹＷＧＱＧＴＬＶＴ
ＶＳＳ　（配列番号５；ＶＨ５）；および
ＥＶＱＬＶＥＳＧＧＧＬＶＫＰＧＧＳＬＫＬＳＣＡＡＳＧＦＡＦＳＩＹＤＭＳＷＶＲＱＡ
ＰＧＫＧＬＥＷＶＡＹＩＳＳＧＧＧＴＴＹＹＰＤＴＶＫＧＲＦＴＩＳＲＤＮＡＫＮＳＬＹ
ＬＱＭＳＳＬＲＡＥＤＴＡＭＹＹＣＡＲＨＳＧＹＧＳＳＹＧＶＬＦＡＹＷＧＱＧＴＬＶＴ
ＶＳＳ　（配列番号６；ＶＨ６）から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項５に記載の
抗体。
【請求項７】
　軽鎖領域および重鎖領域は、別々のポリペプチドに存在する、請求項１～６のいずれか
１項に記載の抗体。
【請求項８】
　前記軽鎖領域および前記重鎖領域は、単一ポリペプチドに存在する、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の抗体。
【請求項９】
　前記抗体は、約１０７Ｍ－１～約１０１２Ｍ－１の親和性でエピトープに結合する、請
求項１～８のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１０】
　前記重鎖領域は、アイソタイプＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３、またはＩｇＧ４の領域
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である、請求項１～９のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１１】
　前記抗体は、検出可能に標識されている、請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体
。
【請求項１２】
　前記抗体は、Ｆｖ、ｓｃＦｖ、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ´）２、またはＦａｂ´である、請求
項１～９のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１３】
　前記抗体は、共有結合された非ペプチド合成ポリマーを含む、請求項１～１２のいずれ
か１項に記載の抗体。
【請求項１４】
　前記合成ポリマーは、ポリ（エチレングリコール）ポリマーである、請求項１～８のい
ずれか１項に記載の抗体。
【請求項１５】
 前記抗体は、共有結合された脂質または脂肪酸部分を含む、請求項１～１２のいずれか
１項に記載の抗体。
【請求項１６】
　前記抗体は、共有結合された多糖または炭水化物部分を含む、請求項１～１２のいずれ
か１項に記載の抗体。
【請求項１７】
　前記抗体は、造影剤を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１８】
　前記抗体は、親和性ドメインを含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１９】
　前記抗体は、固体支持体上に固定化される、請求項１～１８のいずれか１項に記載の抗
体。
【請求項２０】
　前記抗体は、一本鎖Ｆｖ（ｓｃＦｖ）抗体である、請求項１～９のいずれか１項に記載
の抗体。
【請求項２１】
　前記ｓｃＦｖは、多量体化されている、請求項２０に記載の抗体。
【請求項２２】
　前記抗体は、共有結合された細胞毒を含む、請求項１～２１のいずれか１項に記載の抗
体。
【請求項２３】
　前記抗体は、スルファターゼモチーフのアミノ酸配列を含む定常領域のアミノ酸配列を
含む、請求項１～２２のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項２４】
　前記抗体は、スルファターゼモチーフのアミノ酸配列を含む定常領域のアミノ酸配列を
含み、前記スルファターゼモチーフは、２－ホルミルグリシン（ＦＧｌｙ）部分を含むよ
うに修飾されている、請求項１～２２のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項２５】
　前記抗体は、前記ＦＧｌｙ部分を介して前記抗体に共有結合される異種部分を含む、請
求項２４に記載の抗体。
【請求項２６】
　前記異種部分は、薬物、毒素、検出可能な標識、水溶性ポリマー、および合成ペプチド
から選択される、請求項２５に記載の抗体。
【請求項２７】
 ヌクレオチド配列は、真核細胞中で活性な転写調節エレメントに作動可能に連結されて
いる、請求項１～６のいずれか一項に記載の抗体をコードするヌクレオチド配列を含む組
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換え発現ベクター。
【請求項２８】
　ａ）請求項１～２６のいずれか一項に記載の抗体と、
 ｂ）薬学的に許容される担体と、を含む、薬学的組成物。
【請求項２９】
　前記抗体は、リポソームに封入される、請求項２８に記載の薬学的組成物。
【請求項３０】
　Ｂ細胞悪性腫瘍の治療のための請求項２８に記載の薬学的組成物。
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